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１．タンク用安全弁 

 

LNG 船、ＬＰＧ船、FPSO、ＦＳＯのカーゴタンク等に設置する安全弁です。 

舶用の安全弁として、振動による設定圧力の変動がないこと等によりパイロット弁付き安全弁

の構造を採用しています。主として LNG 船で使用される微圧タイプのダイヤフラム式

（PSL-MD Series）と加圧式 LPG 船などで使用される低圧タイプのピストンタイプ(PSL-MP)の

２種類をラインナップしています。 

     

 

 

２．ボイラ用安全弁 

 

舶用ボイラ用安全弁として鋳鋼製の SL,SJ Series、小型パッケージボイラ用として青銅鋳物製

の SP Series をラインナップしています。両シリーズ共蒸気用の専用設計として開発され、運

転時のシート気密と万一の場合の確実な作動性能を有しています。 

 

 

 

３．配管用安全弁 

 

カーゴ配管やユーティリティ用の安全弁として使用される汎用性の高い RE Series です。 

 

 

 

４．船級について 

 

これらの安全弁は、各船級の型式承認を取得しています。 
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 S P   L  U - M  （C） 

 
シリーズコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帽子コード 

表示記号 説  明 

(C) 開放レバー 

(T) 開放レバー(テストギャグ付き) 
 

 

 

マリンカバー 
 

 

 

 

ロイド適用品 

表示記号 説  明 

＿  

L ロイド適用品 
 

 

 

ルーズフランジ 

表示記号 説  明 

U 
JIS B 8210(1886) 

 20K フランジ(ルーズフランジ) 

U9 
JIS B 8210(1994) 

 20K フランジ（ルーズフランジ） 

 

 

型式コード 
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特 徴 

 

 
 

 

 

 は じ め に 

ＦUＫUＩ Ｒ Ｅ シリーズ安全弁は、ＦUＫUＩの約半世紀にわ

たる安全弁の設計製作の技術と経験の蓄積から生まれたもの

です。 

既に長年にわたって種々の形式のＦUＫUＩ安全弁が、お客様

の多様なニーズにお応えして参りましたが、更にシンプル、高

性能、低コストのＲＥシリーズを加えて、特にプロセスラインの加

圧防止のためにお役に立つことと信じております。適用する流

体は、空気、蒸気をはじめ各種ガス、ベーパーおよび液体で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ジスクとジスクホルダーとが組立構造となっており、しかもジ

スクはシンプルな円板状のため高温による熱影響を最小

限度に止め、すぐれた洩れ止め性能を保持します。 

 

■ ジスクホルダー外周を傘状にして流体反動力を利用して、

吹出し圧力の１０％増し以下の超過圧力で完全にリフトア

ップする構造となっています。弁作動時における初期揚弁

力をつけて、クリアーポップするための機構として、又吹下

り圧力調整用としてノズル上縁部に調整リングを設けてい

ます。 

 

■ 必要最小限度の部品から構成され、それぞれに互換性を

持たせてあります。そのため、予備品として在庫保有する

部品数も少なくて済み、メンテナンスの容易さとそれに要

する費用が著しく改善されます。 

 

■ 出入口面間寸法はAPI Standard 526に従っております。 











57 

帽子構造コード 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 帽子構造コード 
 

 

                  

 

●タイプ A（ねじ込帽子） 

 標 準 型 

●タイプ G（ボルト止メ帽子） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
●タイプ B（テストギャグ付 

       ねじ込み帽子） 

テストギャグは水圧試験、 

あるいは吹出テストの際に

便利です。ギャグは必ず指

で軽くしめ付けて下さい。テ

スト終了後は必ずプラグと

取替えて下さい。さもないと

安全弁が作動しないので危

険です。 

●タイプ H(ボルト止メ帽子と 

       テストギャグ付き） 
 

●タイプ C（開放レバー） 

 定期的に安全弁の作動を 

確認する必要がある場合で

流体が大気中に吹出しても

差しつかえない場合（蒸気

空気など）に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

●タイプ D（密閉レバー） 

 テストレバーが必要で、排気

側の気密を要する場合に使

用します。 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

    

 

 
 

●タイプ E（テストギャグ付 

        密閉レバー） 

  

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
●タイプ T（テストギャグ付 

        開放レバー） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●タイプ M（密閉レバー） 

 テストレバーが必要で、排気

側の気密を要する場合に使

用します。タイプ D はグラン

ドパッキン式ですがタイプ M

は O リングシールです。 

 

 

 

 

 
 

 

●タイプ N（密閉レバー） 

タイプ M のテストギャグ付 

 

 

















65 




